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霧
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道

府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
、
市
町
村
は
国
民

健
康
保
険
税
を
賦
課
・
徴
収

し
、
都
道
府
県
に
納
付
金
を

納
め
、
県
が
示
す
標
準
保
険

税
率
等
を
基
に
税
率
等
を
設

定
す
る
た
め
、
本
条
例
の
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
と
の
説
明
。

問
　
所
得
２
５
０
万
円
の
世

帯
で
は
国
保
税
は
、
50
万
６

２
０
０
円
と
な
る
。
子
育
て

世
帯
の
所
得
階
層
の
軽
減
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
所
得
階
層
で
は
、
負
担

が
増
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

市
長
も
恒
常
的
な
一
般
会
計

繰
入
れ
に
よ
る
軽
減
策
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
と
の
判
断

を
し
た
。

問
　
県
下
19
市
の
な
か
で

は
、
据
え
置
き
、
値
上
げ
、

値
下
げ
の
自
治
体
が
あ
る
が

把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
税
率
な
ど
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
19
市
の
自
治
体

で
税
率
の
据
え
置
き
が
９

市
、引
き
上
げ
予
定
が
９
市
、

検
討
中
が
１
市
で
あ
る
。

▼
平
成
22
年
度
か
ら
始
め
た

特
例
措
置
や
特
別
減
免
が
撤

廃
さ
れ
る
。
公
約
で
は
「
子

育
て
環
境
日
本
一
を
目
指

す
」
と
あ
り
、
こ
れ
で
は
子

育
て
世
帯
の
負
担
は
重
く
な

る
と
の
反
対
討
論
。

　
７
割
・
５
割
・
２
割
の
減

免
な
ど
、
低
所
得
者
へ
の
対

応
も
さ
れ
て
い
る
。
市
全
体

の
２
割
強
の
方
の
加
入
す
る

国
保
加
入
者
世
帯
へ
の
配
慮

も
あ
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
役
割
を
果
た
す
た

め
に
安
定
し
た
運
営
を
行
っ

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で

あ
る
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

霧
島
市
福
祉
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
霧
島
市
福
山
老
人
給
食
セ

ン
タ
ー
の
業
務
を
霧
島
市
隼

人
老
人
給
食
セ
ン
タ
ー
に
集

約
し
、
経
費
節
減
及
び
事
業

の
合
理
化
を
図
る
も
の
で
、

本
条
例
の
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
と
の
説
明
。

問
　
事
業
を
集
約
し
た
経
緯

を
説
明
し
て
ほ
し
い
。
ま
た

配
食
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
平
成
18
年
以
前
か
ら
老

人
及
び
障
が
い
者
に
向
け
て

の
配
食
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
隼
人
、
牧
園
、
福
山
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定
管

理
を
受
け
て
運
営
し
て
き

た
。
隼
人
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
能
力
に
余
剰
が
あ
る

為
、
効
率
化
を
目
的
に
集
約

し
た
。
福
山
と
隼
人
の
配
食

数
は
、
11
月
で
、
福
山
で
１

日
２
回
１
３
６
４
食
で
あ

る
。
隼
人
は
、
６
４
３
６
食

を
調
理
し
て
い
る
。

▼
福
山
老
人
給
食
セ
ン
タ
ー

の
廃
止
は
、
地
元
の
雇
用
場

所
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
、
行
政
と
し
て
配
慮
を
す

べ
き
と
の
反
対
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

◎委員長　 ○副委員長
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◉審査した議案・陳情を掲載しています。

◉審査した議案を掲載しています。

霧
島
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度

ま
で
の
「
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
実
施
し
、
介

護
保
険
条
例
の
所
要
の
改
正

を
す
る
。
基
準
と
な
る
第
５

段
階
を
月
額
５
９
８
０
円
、

年
額
７
万
１
７
６
０
円
と
し

て
い
る
。
公
費
に
よ
る
低
所

得
者
の
保
険
料
軽
減
を
強
化

す
る
た
め
、
第
１
段
階
で
、

更
に
調
整
率
を
０
・
05
上
乗

せ
し
て
軽
減
す
る
も
の
と
の

説
明
。

問
　
４
億
円
を

財
源
に
充
て
た

と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
議

論
し
た
の
か
。

答
　
基
金
を
ど

れ
だ
け
活
用
し
、

保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
る
か
と

い
う
よ
う
な
検

討
が
あ
っ
た
。
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
６
億
円
強
の
基

金
の
う
ち
４
億
円
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
た
。
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指
定
管
理
者
の
指
定
（
西
郷

公
園
）

　
西
郷
公
園
の
指
定
管
理
者

を
㈲
河
内
菌
本
舗
に
、
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間

の
管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
と
の
説
明
。

　問
　
公
共
施
設
管
理
計
画

で
、
こ
の
施
設
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
　
多
く
の
方
々
か
ら
の
寄

付
で
建
て
ら
れ
た
銅
像
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
が

管
理
し
効
果
的
な
施
設
運
営

を
し
て
い
く
う
え
で
指
定
管

理
が
適
切
と
考
え
る
。

問
　
公
募
の
参
加
状
況
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。

答
　
事
前
の
現
地
説
明
会

に
、
霧
島
市
内
か
ら
㈲
河
内

菌
本
舗
の
１
社
、
鹿
児
島
市

と
姶
良
市
か
ら
１
社
ず
つ
参

加
さ
れ
、
最
終
的
に
㈲
河
内

菌
本
舗
の
み
が
申
請
し
た
。

　問
　
選
定
意
見
に
、
霧
島
市

の
農
産
品
、
特
産
品
等
の
販

売
促
進
や
販
路
開
拓
・
拡
大

を
踏
ま
え
た
考
え
方
を
評
価

し
た
と
あ
る
が
内
容
は
何

か
。

答
　
地
域
の
特
産
物
で
あ
る

梨
、
ぶ
ど
う
、
お
茶
、
特
産

品
協
会
の
加
工
品
な
ど
、
特

色
あ
る
品
揃
え
を
し
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　問
　
銅
像
を
見
や
す
く
す
る

た
め
に
、
周
囲
の
木
の
伐
採

と
、
正
面
入
口
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
考
え
て
い
な
い
か
。

答
　
樹
木
は
適
切
に
処
理
し

た
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
は
、
正
面
か
ら
入
っ

て
両
サ
イ
ド
の
ス
ロ
ー
プ
は

あ
る
が
、
下
り
た
所
が
土
の

た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
る

よ
う
早
急
に
整
備
し
た
い
。

▼
今
年
は
、
明
治
維
新
１
５

０
年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映
と
格

好
の
時
期
で
あ
る
。
積
極
的

に
情
報
発
信
を
し
な
が
ら
、

観
光
客
の
誘
致
や
利
活
用
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
基
準
額
の
年
額
保
険
料

は
、
６
万
６
０
０
０
円
が
７

万
１
７
６
０
円
に
値
上
げ
と

な
る
。
本
市
で
は
所
得
段
階

は
９
段
階
で
あ
る
が
、
さ
ら

な
る
細
分
化
負
担
軽
減
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
、
低
所

得
者
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

清
水
保
育
園
民
営
化
に
伴
う

移
管
先
の
再
検
討
を
求
め
る

陳
情
書

　
陳
情
者
の
説
明
で
は
、
平

成
29
年
９
月
30
日
に
「
民
営

化
に
あ
た
り
移
管
先
に
つ
い

て
」
の
選
考
委
員
会
が
行
わ

れ
た
。
１
年
延
期
と
い
う
結

果
が
出
て
も
、
保
護
者
の
方

は
誰
も
納
得
い
か
な
か
っ
た

た
め
陳
情
書
を
提
出
し
た
と

の
説
明
。

問
　
選
考
過
程
に
お
け
る
不

信
感
や
保
育
方
針
、
具
体
的

な
保
育
の
内
容
、
行
事
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
不

満
が
あ
る
の
か
。

答
　
市
役
所
側
の
「
学
園
と

歩
み
寄
っ
て
く
だ
さ
い
」
の

一
点
張
り
の
対
応
に
不
信
感

が
あ
る
。

▼
民
間
事
業
者
へ
の
移
行
期

間
は
１
年
あ
る
。
そ
れ
を
担

保
す
る
こ
と
や
、
民
意
を
反

映
さ
せ
る
と
い
う
点
で
も
陳

情
書
は
採
択
を
す
べ
き
と
の

賛
成
討
論
。

　
不
安
や
意
見
の
行
き
違
い

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
お
互

い
歩
み
寄
っ
て
話
合
い
を
し

て
い
く
意
志
が
保
護
者
側
に

も
見
ら
れ
て
き
て
い
る
。
双

方
の
歩
み
寄
り
を
一
番
大
切

に
し
、
陳
情
は
不
採
択
す
べ

き
と
の
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

霧
島
市
の
医
療
を
充
実
す
る

た
め
の
陳
情
書

　
２
０
１
６
年
の
国
民
生
活

調
査
で
は
、
全
世
帯
の
56
・

５
％
で
生
活
が
苦
し
い
と
答

え
て
い
る
。
国
保
事
業
の
都

道
府
県
化
に
よ
り
、
納
付
金

を
１
０
０
％
納
め
る
必
要
が

あ
る
。
一
般
会
計
の
繰
入
れ

に
よ
る
軽
減
策
を
実
現
し
て

い
た
だ
き
た
く
、
陳
情
書
を

提
出
し
た
と
の
説
明
。

問
　
医
療
費
の
抑
制
と
し
て

医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
歯
科

医
師
会
３
師
会
と
の
連
携
の

取
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
医
療
費
で
は
、
薬
代
が

高
く
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
変
更
を
し
て
い
る
。
鹿

児
島
県
で
は
、
全
国
平
均

64
・
１
％
に
対
し
て
72
・
６
％

が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
し
、
全
国
的
に
も
２
位

で
県
医
師
会
を
挙
げ
て
薬
の

負
担
軽
減
に
努
力
し
て
い

る
。

▼
昨
年
の
６
月
に
、
保
険
証

の
な
い
市
民
が
、
市
役
所
窓

口
で
相
談
中
に
倒
れ
、
死
亡

さ
れ
た
事
案
も
発
生
し
た
。

市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守

る
こ
と
は
市
の
仕
事
で
あ

る
。

　
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い

る
県
内
19
市
の
な
か
で
、
薩

摩
川
内
市
、
鹿
屋
市
、
枕
崎

市
、
阿
久
根
市
、
伊
佐
市
、

指
宿
市
、
南
九
州
市
が
行
っ

て
い
る
。
県
下
第
二
の
霧
島

市
と
し
て
、
思
い
切
っ
た
取

組
を
行
う
べ
き
と
の
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

老人給食センターが入っている隼人総合福祉センター
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